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研究成果の概要（和文）：日本における演劇近代化の過程で、イプセンの果たした役割およびそれがイプセンの
活躍した19世紀末のヨーロッパ演劇のいかなる様相が日本の演劇には最も強く影響したか、その一端を明らかに
することができた。それは西洋演劇の伝統である言語表現としてのドラマのあり方をめぐる問題で、イプセンが
その伝統の末端に位置すること、また、日本ではドラマの伝統が希薄であるために、イプセンの作品が衝撃的あ
ったと同時に、どこか理解を超えていたことなどの問題である。

研究成果の概要（英文）：We have come to the understaning of problems in the modernizing process of 
Japanese theatre, which was much under the influence of Ibsen and the turn of the 20th century 
European theatre. Ibsen holds the position of the end of the dramatic tradition of the West as to 
give Japanese theatre a great impact. However, Japanese people felt that Ibsen was something beyond 
comprehension because drama in the Western sense of the word had been barely seen in Japanese 
theatre. 
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１．研究開始当初の背景 
我が国におけるイプセン研究およびイプセ

ン受容の研究は、従来、近代の日本文学あ

るいは日本演劇を専門分野とする研究者に

よるものが多く、それらは、近代ヨーロッ

パ演劇におけるイプセンの位置およびその

受容の視点を欠いていた。したがって、新

劇の成立にかかわる諸問題を、日本の特殊

性から見るきらいがあり、ヨーロッパの近

代演劇成立過程との関わりから論じられる

ことは少なかったといえる。たとえば、日

本のイプセン受容に重要な役割を果たした

坪内逍遙と森鴎外は、それぞれイギリス、

ドイツの同時代演劇というよりは、それぞ

れの国の古典的演劇により精通していたが、

このことが、演劇近代化にどのように作用

したかというような問題などはあまり検討

されてこなかった。また、日本のイプセン

翻訳上演の最初がイプセン晩年作品で、欧

米では一般にはあまり知られることの少な

い『ヨン・ガブリエル・ボルクマン』であ

った理由も、ヨーロッパの演劇事情を知る

ことなくしてはじゅうぶんに解明されない。 

私は、イプセンの全戯曲作品を分析して３

巻のイプセン論にまとめるとともに、『明

治期演劇近代化の問題』と題する著書の部

分をなすものとして、イプセン受容と新劇

成立の関係を論じたが、その延長上に、本

研究は位置づけられる。 

 
２．研究の目的 
本研究の目的は、つぎの３点に要約される。 

(1) 近代日本演劇の成立に関する問題点を

新たな視点から探ることで、近代演劇史再

構築の手がかりとする。 

(2) 日本の近代演劇成立あるいは演劇近代

化において果たしたイプセン受容の役割を

再検討し、近代ヨーロッパ演劇におけるイ

プセンのそれと比較することで、日本とヨ

ーロッパの近代演劇の相違点、類似点を明

らかにする。 

(3) 上記の研究を世界の近代演劇研究の中

に位置づけ、近年の近代日本演劇への国際

的関心に応える。 

 
３．研究の方法 
本研究を遂行するための方法として、大き

く次の３つがあった。 

(1) ノルウェーおよびその他のヨーロッパ

諸国に暫時滞在して、欧米における近年の

イプセン研究を検討し、日本のイプセン受

容史と近代ヨーロッパのそれとの相違およ

び共通点を明らかにする。 

(2) 近代日本の政治的、社会的変容に関す

る様々な見解、議論を吟味し、それらがど

のように演劇の近代化に関わりをもったか、

日本における研究文献の検討を行う。 

(3) 演劇およびイプセンの国際会議におけ

る発表を通じて、世界の研究者と学術的交

流を行い、彼らの関心と考察の動向、水準

を知ることで、本研究の国際的意義を高め

る方向を見定める。 

 
４．研究成果 

本研究の各年度に開催された演劇研究の国

際会議（各年の国際演劇学会年次大会およ

びアジアにおけるアジア演劇ワーキンググ

ループのコロキウム）に、毎回出席し、グ

ループのコンヴィナーの一人として、日本

におけるイプセンを中心とした演劇近代運

動のさまざまの問題点を明らかにするとと

もに、各国の研究者の発表の司会をつとめ、

世界の近代演劇運動の様相の比較検討を主

導した。その成果をまとめた各研究者の論

文のアンソロジー「アジアにおける演劇近

代化問題」を編集し、インドの出版社から

2017 年中に出版される。これは前記の研究

目的のうち（３）の成果となる。 

2013 年には、私の近代日本演劇論が北京戯

劇学院の紀要に翻訳掲載され、またストッ

クホルム大学の Sauter 教授編集の本Ｐｌ

ａｙｉｎｇ Ｃｕｌｔｕｒｅに、私の日本



演劇における演技分析の論文が収録された。 

2014 年には、私の演出によるイプセン連続

上演の終了後、それらの台本をまとめて出

版した。これらは、前期の目的（１）の成

果と言える。 

2015 年には、イプセン晩年作品『小さなエ

イヨルフ』を日本独自の視点から分析し、

その英語論文が、ノルウェーの Ibsen 

Studies に掲載されたが、これは前記目的

の（２）の成果と言える。 
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